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第２回茨城県居合道演武大会

初段の部

二段の部

ーー―　居合道 称号（教士・錬士）並びに六段 合格おめでとうございます　ーーー
◎ 令和5年11月15日 一般財団法人茨城県剣道連盟合格証書授与式

「居合道 教士」

早瀬 由美子

二瓶 貴博

「居合道 錬士」

金澤 廣善

岩間 正典

藤本 敏子

◎ 令和5年12月10日

「居合道 六段」

五味 陸明

鶴岡 良造 授与式参加の皆様

築地 貴裕
居合道錬士 剣道 教士 居合道教士 居合道教士

居合道部未来検討会広報Gr

令和 6年 2月19日（月）

ひ
た
ち
な
か
市
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
　
二
月
十
一
日

　
始
め
に
今
年
度
の
全
日
本
大
会
・
関
東

甲
信
越
大
会
の
茨
城
県
代
表
選
手
八
名
の

演
武
披
露
が
あ
り

、
演
武
大
会
の
熱
戦
が

開
始
さ
れ
ま
し
た

。

　
初
段
以
下
の
指
定
技
は
全
剣
連
居
合

一
・
二
・
三
・
四
・
七

、
二
・
三
段
は
古

流
二
本
 

全
剣
連
居
合
三
本

、
四
・
五
段

は
古
流
三
本
全
剣
連
居
合
二
本
と
難
易
度

が
高
い
技
で
あ
り
ま
し
た
が
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
見
事
に
抜
い
て
く
れ
ま
し
た

。

　
個
人
演
武
・
模
範
演
武
に
つ
い
て
は
六

段
か
ら
八
段
迄
一
列
で
演
武
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た

。
演
武
の
先
生
に
は
選
考
委
員

そ
し
て
会
場
係
員
の
重
責
を
お
願
い
し
大

会
運
営
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た

。
お
陰
様
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
致
し

ま
し
た

、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
協
力
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

　
第
二
回
茨
城
県
居
合
道
演
武
大
会

は

、
二
月
十
一
日
 

ひ
た
ち
な
か
市
総

合
体
育
館
に

、
初
段
か
ら
五
段
の
演
武

選
手
五
十
七
名

、
そ
し
て
六
段
以
上
の

高
段
者
四
十
二
名
の
参
加
を
得
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
昨
年
の
第
一
回
大
会
は

、
茨
城
県
剣

道
連
盟
創
立
七
〇
年
を
記
念
し
て
茨
城

県
剣
道
連
盟
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た

、
そ
の
大
会
を
居
合
道
部
が
継
続
し

開
催
す
る
事
業
で
す

。

　
大
会
の
方
式
は

、
三
人
か
ら
四
人
の

演
武
し
て
い
る
選
手
を

、
五
人
の
選
考

委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
採
点
し
総
合
点
で
優

秀
演
武
者
を
決
め
ま
す

。

『
判
定

』
・

『
勝
負
あ
り

』
の
響
く
声
の
旗
判
定
が

無
い

、
今
ま
で
と
は
違

っ
た
新
し
い
企

画
で
始
ま
り
ま
し
た

。

東
日
本
技
術
研
究
所
武
道
館
 

剣
道
場

　
令
和
五
年
度
の
称
号

（
教
士
・
錬
士

）
合
格

証
書
の
授
与
式
が

、
一
月
二
十
七
日

、
東
日
本

技
術
研
究
所
武
道
館
剣
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た

。
居
合
道
部
の
合
格
者
は

、
教
士
二
名
・
錬

士
三
名
で
し
た

、
茨
城
県
剣
道
連
盟
水
田
重
則

会
長
よ
り

、
ひ
と
り
一
人
合
格
証
書
を
拝
受
致

し
ま
し
た

。

　
め
で
た
く
証
書
を
受
理
し
ま
し
た
合
格
者
に

改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

。

居合道部だより
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三段の部 五段の部

四段の部 高段者演武ー１

高段者演武ー２ 高段者演武ー３
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高段者演武ー４ 高段者演武ー５


